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ジビエ利活用の必要
性は認めるが、施設
規模や建設費の見積額、維持管理費な
ど、まだ確認すべき点がある。より小規模
な施設や段階的な整備も含めて比較・検
証し、持続可能な事業とするため、今一
度十分な検証が必要と考え、反対する。

住民生活に必要な予
算が含まれているこ
とは認めるが、ジビエ加工施設について
は、施設規模や建設費の見積額が示され
ないまま、調査測量に進むことは危険で
ある。基本構想や予算の目安を示し、十
分な検討と説明を行った上で、次の段階
へ進むべきと考え、反対する。

令和８年９月定例会 令和８年９月４日～15日開催期間

議論白熱！ジビエ関連 予算で賛否
金額は千円単位以下切り捨てて表示しています

ジビエ関連予算をめぐる討論

反対2人・賛成2人が討論
補正予算案は賛成多数で可決

渡部 仲川 長谷川 上野 小林 荒海 秦 伊藤 三留 猪俣 青木 武藤
× × ○○ ○○ △△ ○○ ○○ − ○○ △△ ○○ ○○

○は賛成、×は反対、△は棄権、　   伊藤議長は採決に加わっていません。

賛成

7人

反対

2人

棄権

2人
賛成多数で
可 決

4人の議員が討論を行いました。

反対討論

反対討論

渡部 佳菜子
議員

仲川 久人
議員

より良い事業に
するため、
今一度検証を

規模・事業費を
示してから次の
段階へ

今回の測量は、計画
を具体化していくため
の一つのステップ。ジビエだけでなく、放
射能検査などの取組を通じて、西会津の
水や緑、山の豊かさを改めて発信する機
会にもなる。「自然も人も健康的な町」と
して、もう一度誇れる西会津につながる
と考え、賛成する。

鳥獣被害は生産者の耕
作意欲の低下や離農な
どにもつながる。捕獲した鳥獣の活用は、料理
や特産品の開発、観光・関係人口の創出など
地域経済の活性化も期待できる。現在は地盤
や環境などを確認する調査段階であり、今後
も議会がチェックしながら、事業を成功させる
ために活発に議論すべきと考え、賛成する。

賛成討論

賛成討論

三留 正義
議員

武藤 道廣
議員

西会津の自然を、
もう一度世界に
誇れる町へ

成功させるため、
議会で活発な議
論を
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主な内容

議論白熱！ジビエ関連 予算で賛否

6億1100万円を増額

553万円

令和8年度 一般会計補正予算（第3次）の概要

渡部 仲川 長谷川 上野 小林 荒海 秦 伊藤 三留 猪俣 青木 武藤
× × ○○ ○○ △△ ○○ ○○ − ○○ △△ ○○ ○○

○は賛成、×は反対、△は棄権、　   伊藤議長は採決に加わっていません。

採決結果
（議員別）

ココに注目！議会トピックス！

今回の焦点

普通交付税の決定及び
令和7年度繰越金の確定に伴う歳入の追加

ジビエ食肉処理加工施設測量等
業務委託料　など

ジビエ食肉処理加工施設
測量等業務委託料

国からの普通交付税の決定や、令和７年度繰越金の確
定に伴う歳入の追加です。

ジビエ食肉処理加工施設の整備に向けた測量等業務委
託料のほか、各種事業費が計上されています。

ジビエ食肉処理加工施設の整備に向けた測量
の経費を計上。この予算をめぐり、施設整備
の進め方や事業の将来性などについて、賛
成・反対双方から討論が行われました。

７月の豪雨災害に係る復旧事業費
７月の豪雨により被災した道路や河川などの復旧に係
る経費です。

❶

❸

❷

（※関連記事は８ページ）（※関連記事は８ページ）



家計簿家計簿
収入 合計 500万円

500
万円

（歳入76億9185万円）

給料（町税など）

39.6万円
（7.9%）

その他収入
75.9万円

（15.2%）

仕送り
（地方交付税・補助金）

295.9万円
（59.2%）

貯金取り崩し
（繰入金）

49.6万円
（9.9%）

ローン（町債）

39.0万円
（7.8%）

支出 合計 500万円

500
万円

（歳入73億6002万円）

生活費（福祉・子育て）

79.3万円
（15.9%）

医療・健康
（衛生）

31.1万円
（6.2%）

家の維持
（総務・土木費）

223.3万円
（44.7%）

仕事（農業・商工）

48.2万円
（9.6%）

令和７年度のこゆりちゃん家は、給料（町税）が、わずかに増えた ものの、
全体の収入は減少しました。特に借金（町債）を減らしたことで、 家計のやりくりをしています。

教育費
35.0万円

（7.0%）

借金返済
56.8万円

（11.4%）

もしもの備え（災害・消防）（災害・消防）

26.3万円（5.3%）

みんなの暮らしを

支える町の家計
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歳
入
総
額　
76
億
９
１
８
５
万
9
千
円

�

　
（
前
年
度
比
０
・
７
％
増
）

歳
出
総
額　
73
億
６
０
０
２
万
1
千
円

　�

（
前
年
度
比
０
・
５
％
増
）

人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
財
政
規
模
を
前
年
度

並
み
に
維
持
し
つ
つ
、
約
3
億
3
千
万
円
の
黒
字

を
確
保
し
た
財
政
運
営
と
議
会
は
判
断
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
財
政
の
柔
軟
性
を
示
す
「
経
常
収

支
比
率
」
が
90
％
前
後
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
が
90
％
を
超
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
町
が
新
し
い
施
策
や
、
突
発
的
な
災
害

対
策
な
ど
に
自
由
に
使
え
る
お
金
が
「
残
り
1
割

程
度
」
し
か
な
く
、
財
政
が
硬
直
化
し
や
す
い
こ

と
が
最
大
の
課
題
で
す
。

問　
令
和
7
年
度
に
実
施
さ
れ
た
主
な
事
業
内
容

と
決
算
に
対
す
る
町
の
評
価
は
。

答　
7
年
度
の
特
徴
的
な
事
業
と
し
て
は
、
温
泉

健
康
セ
ン
タ
ー
源
泉
に
係
る
事
業
と
施
設
整
備
、

役
場
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
整
備
事
業
、
学
校
給

食
無
償
化
事
業
な
ど
、
制
度
的
に
繰
り
越
し
た
事

業
を
除
き
予
定
し
た
事
業
は
概
ね
実
施
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
調
査
委
託
料
や
指
定
管
理
委
託
料
な
ど
決
算

額
に
占
め
る
割
合
は
。

答　
委
託
料
に
つ
い
て
は
13
億
２
３
４
５
万
5
千

円
で
決
算
額
全
体
の
約
18
％
と
な
り
ま
す
。

〈
固
定
資
産
税
〉

問　
固
定
資
産
税
の
増
加
の
要
因
は
。

答　
新
築
住
宅
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
未
登
記
建
物
に
よ
る
税
収

へ
の
影
響
は
。

答　
対
象
の
物
件
が
あ
れ
ば
調

査
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〈
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
〉

問　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
大
幅
減
額
の
要
因

は
。

答　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
で
の
米
の
返
礼
品
に

対
す
る
需
要
が
低
下
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
最
終
的
に
町
と
し
て
い
く
ら
使
え
ま
す
か
。

答　
寄
付
総
額
1
億
８
６
２
８
万
6
千
円
で
経
費

が
1
億
１
８
２
万

6
千
円
と
な
り
、

約
６
７
２
３
万
9

千
円
ほ
ど
が
町
の

一
般
財
源
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
《
議
員
が
注
目
し
た
ポ
イ
ン
ト
》

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
の
特
徴

決
算
全
体
へ
の
質
疑

各
事
業
へ
の
質
疑

こゆりこゆり
 ちゃんの ちゃんの

経常収支比率
ってなあに？

町に毎年入るお金のうち、人
件費や借金の返済など、毎年必
要な支出に使われる割合です。

この割合が高いほ
ど、新しい取り組み
に使えるお金の余裕
が少なくなる傾向が
あります。

町
の
財
政
は

ど
う
な
の
？
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〈
農
業
公
社
支
援
事
業
費
〉

問　
事
業
費
１
０
５
９
万
1
千
円
の
財
源
と
内
訳

は
。

答　
支
援
専
門
員
に
係
る
報
酬
が
１
７
１
万
6
千

円
、
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
費

が
５
６
８
万
9
千
円
、
公

社
団
体
育
成
補
助
金
３
０

０
万
円
で
す
。
財
源
構
成

は
、
地
方
債
５
６
０
万

円
、
一
般
財
源
で
４
９
９

万
1
千
円
で
す
。

〈
防
火
水
槽
新
設
事
業
〉

問　
消
火
栓
を
含
め
た
消
防
水
利
の
充
足
率
は
。

答　
本
町
に
お
け
る
充
足
率
は
96
・
8
％
と
な
り

ま
す
。

〈
給
食
セ
ン
タ
ー
蒸
気
配
管
更
新
工
事
〉

問　
設
備
の
想
定
耐
用
年
数
は
。

答　
今
回
交
換
し
た
設
備
は
24
年
経
過
し
て
い
ま

す
。
想
定
さ
れ
る
耐
用
年
数
は
概
ね
20
年
程
度
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

〈
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
〉

問　
促
進
に
対
す
る
情
報
発
信
の
評
価
検
証
は
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
と
県
と
の
連

携
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
工
業

団
地
の
優
位
性
な
ど
を
紹
介
し
興
味
の
あ
る
事
業

者
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問　
県
に
貸
出
し
し
て
い
る
土
砂
置
き
場
は
利
用

料
金
が
発
生
し
て
い
る
の
か
。

答　
県
の
事
業
な
の
で
無
償
で
貸
出
し
し
て
い
ま

す
。

問　
災
害
復
旧
工
事
の
財
源
と
復
旧
箇
所
は
。

答　
災
害
復
旧
事
業
債
７
５
８
０
万
円
、
県
災
害

復
旧
補
助
金
で
約
１
億
１
３
８
５
万
円
と
な
り
ま

す
。
災
害
復
旧
箇
所
に

つ
い
て
は
、
農
地
４
箇

所
、
施
設
７
箇
所
と
な

り
ま
す
。
そ
の
他
に
林

道
岩
井
沢
楢
木
平
線
に

つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
を
利
用
し

て
対
応
し
ま
す
。

問　
道
路
舗
装
工
事
費
の
減
額
要
因
は
。

答　
国
の
事
業
予
算
調
整
に
よ
り
減
額
に
な
り
ま

す
。

問　
補
助
事
業
に
該
当
し
な
か
っ
た
災
害
復
旧
工

事
に
つ
い
て
は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
職
員
が
現
場
を
確
認
し
て
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど

必
要
な
資
材
を
提
供
し
て
、
自
治
区
で
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

問　
中
央
エ
リ
ア
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
費
の
内
容
は
。

答　
町
総
合
計
画
の
中
で
、
地
区
の
再
生
・
活
性

化
や
公
共
複
合
施
設
の
整
備
検
討
を
具
現
化
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置
に
係
る
費
用
に
な
り
ま
す
。

〈
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
〉

問　
情
報
発
信
の
手
段
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答　
販
売
促
進
の
方
法
は
、
不
動
産
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
新
聞
広
告
、
移
住
イ
ベ
ン
ト
で
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
方
法

の
検
証
を
進

め
、
次
年
度

に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き

ま
す
。

令
和
８
年
度
補
正
予
算
第
３
次

�

　
６
億
１
０
８
８
万
１
千
円
増
額
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〈
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ー
タ
放
送
シ
ス
テ
ム
及
び
音
防

災
シ
ス
テ
ム
〉

文
字
放
送
を
デ
ー
タ
放
送
に
一
元
化
、
更
新
に
よ
り

気
象
庁
の
気
象
情
報
デ
ー
タ
と
の
連
携
が
可
能
。

〈
ミ
ニ
ホ
イ
ー
ル
除
雪
ロ
ー
ダ
ー
４
ｔ
級
１
台
〉

　

購
入
か
ら
23
年
以
上
経
過
し
老
朽
化
の
た
め
更
新
。

問　
古
い
機
械
の
処
分
と
前
倒
し
納
入
は
可
能
か
。

答　
古
い
機
械
に
つ
い
て
は
売
却
と
し
ま
す
。
ま

た
、
前
倒
し
納
入
に
つ
い
て
は
、
12
月
頃
ま
で
に

納
入
可
能
と
の
事
か
ら
本
年
度
よ
り
稼
動
す
る
予

定
で
す
。

問　
歩
道
の
除
雪
作
業
に
利
用
す
る
の
か
。

答　
狭
い
道
路
で
の
使
用
に
な
り
ま
す
。

〈
小
型
歩
行
式
除
雪
機
3
台
〉

　

購
入
か
ら
1
台
が
23
年
、
２
台
が
18
年
以
上
経
過
し

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
更
新
。

問　
ど
こ
の
地
区
に
配
置
予
定
な
の
か
。

答　

経
過
年
数
や
機
械
の
状
況
な
ど
を
精
査
し

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
て
配
置
計
画
を
決
め
て
い

き
ま
す
。

〈
ジ
ビ
エ
食
肉
処
理
加
工
施
設
調
査
測

量
費
〉

問　
敷
地
測
量
と
地
質
調
査
の
費
用
内
訳
と
本
予

算
は
、
調
査
の
た
め
の
予
算
だ
と
理
解
し
て
よ
い

の
か
。

答　
ジ
ビ
エ
食
肉
処
理
加
工
施
設
測
量
等
業
務
委

託
料
の
５
５
３
万
１
千
円
の
内
訳
で
す
が
、
地
質

調
査
２
０
０
万
円
、
敷
地
の
調
査
測
量
委
託
料
で

３
５
３
万
８
千
円
で
す
。
今
後
、
実
施
設
計
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
調
査
に
な
り
ま
す
。

問　
候
補
地
の
住
民
に
対
し
て
説
明
会
を
実
施
し

た
の
か
。

答　
地
区
役
員
の
方
へ
は
、
説
明
し
て
理
解
を
頂

い
て
い
ま
す
。
今
後
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

問　
事
業
総
額
の
見
通
し
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答　
実
質
的
な
財
政
負
担
も
含
め
12
月
の
議
会
ま

で
に
は
提
示
で
き
る
よ
う
に
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

問　
施
設
の
規
模
は
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

答　
現
時
点
で
の
想
定
延
床
面
積
に
つ
い
て
は
、

平
屋
建
て
で
概
ね
３
７
０
㎡
か
ら
４
０
０
㎡
規
模

の
建
物
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問　
他
に
候
補
地
の
選
定
を
し
た
の
か
。

答　
現
在
、
解
体
処
理
施
設
が
あ
る
旧
野
沢
中
学

校
の
敷
地
が
適
地
と
考
え
、
他
の
候
補
地
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
調
査
測
量
か
ら
本
設
計
ま
で
ど
の
程
度
時
間

が
か
か
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
業
者
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
中
で
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
産
の
取
得

問　

落
札
率
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　
落
札
率
は
90
％
。
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
で
は
、
価
格
が
安
価
で
あ

る
こ
と
と
新
し
い
機
能
の
提

案
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

視察をしたジビエ食肉加工施設
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9月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要・結果 結果

 条例の改正
認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の改正 可決
語学指導を行う外国青年の給与等に関する条例の改正 可決

 令和７年度決算
一般会計歳入歳出決算 可決
工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算 可決
住宅団地造成事業特別会計歳入歳出決算 可決
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 可決
国民健康保険特別会計歳入歳出決算 可決
介護保険特別会計歳入歳出決算 可決
簡易水道等事業会計剰余金の処分及び決算 可決
下水道事業会計剰余金の処分及び決算 可決

 令和８年度補正予算
一般会計補正予算（第３次） 6億1088万1千円の増額　
探究的な学び推進事業、災害復旧工事、ジビエ食肉処理加工施設測量事業などの追加による
もの

可決

国民健康保険特別会計補正予算（第１次）878万9千円の増額 可決
介護保険特別会計補正予算（第１次）4492万円の増額 可決

 特別功労表彰者
特別功労表彰者の決定につき同意を求めることについて　渡部晋さん（縄沢）が表彰 同意
特別功労表彰者の決定につき同意を求めることについて　田中英喜さん（６町内）が表彰 同意

 財産の取得・財産の無償譲渡
ケーブルテレビデータ放送システム及び音防災システム　　金額 1980万円 可決
ミニホイール除雪ローダ１台　　金額 973万5千円 可決
歩行式除雪機械３台　　金額 1052万7千円 可決
財産の無償譲渡について（旧奥川小学校学校林） 可決
財産の無償譲渡について（旧奥川中学校学校林） 可決

 人事案件
教育委員会委員の任命につき同意　髙橋　誠さん（柴崎）が再任 同意

 陳情案件
奥川地区の道路整備と早期完成に関する陳情 採択
奥川みらい交流館体育館へのエアコン設置に関する陳情 採択
奥川地区の携帯電話不感自治区の解消に関する陳情 採択
奥川地区へ移住定住促進住宅設置に関する陳情 採択

 報告
債権放棄について 報告

 議会案
事務検査に関する決議　（令和7年度決算において適正な徴収事務がされているか調査） 可決

 臨時議会　7月23日
デマンドバス運行条例改正 可決
一般会計補正予算（第2次）1179万8千円の増額　デマンドバス委託料変更など 可決
財産の取得（消防小型動力ポンプ付軽積載車２台）　金額 1833万4800円 可決
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一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明

を
求
め
、
町
民
の
た
め
の
適
切
な
行
政
運
営
が

進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で

す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執

行
者
に
通
告
し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

反
問
権

　

議
会
に
お
い
て
、
町
長
や
執
行
部
な
ど
が
、

議
員
の
質
問
や
質
疑
の
趣
旨
が
不
明
な
場
合
な

ど
に
、
質
問
な
ど
を
行
っ
た
議
員
に
問
い
直
す

権
利
で
す
。

議
事
の
運
営
に
つ
い
て

　

一
般
質
問
の
内
容
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、
議

長
が
止
め
に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
回
で
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま

る
よ
う
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答

弁
を
含
め
て
１
時
間
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回

で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　一般質問は９月７日から８日までの２日間行い、議員10人が登壇して、町政の課題など
を問いただしました。

○秦　　貞継 議員（11ページ）
・西会津町の教育について

○渡部佳菜子 議員（12ページ）
・災害時に孤立する集落をつくらない
　防災体制について

○長谷川　正 議員（13ページ）
・ワイヤーメッシュ柵補助事業の進捗は

○三留　正義 議員（14ページ）
・令和７年度決算について
・学校教育現場における防犯対策に
　ついて

○猪俣　常三 議員（15ページ）
・クマ被害防止対策と出没時の対応に
　ついて
・老老介護の現状と課題について
・地元新酒を活用した活性化について

○荒海　正人 議員（16ページ）
・有害鳥獣対策について
・地域おこし協力隊事業について
・西会津高校の魅力化について

○上野恵美子 議員（17ページ）
・町民健診事業について
・特定地域づくり事業について

○青木　照夫 議員（18ページ）
・人口減少対策について
・森林環境の現状について

○小林　雅弘 議員（19ページ）
・新たな町づくりについて
・国民健康保険税の負担軽減を

○仲川　久人 議員（20ページ）
・飼い主のいない猫（野良猫）
　対策について

町政を問う町政を問う
ここが聞きたい　10人が登壇ここが聞きたい　10人が登壇
一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、
構成と執筆をお願いしています。構成と執筆をお願いしています。



11 にしあいづ議会だより／令和８年10月／175号

問
町
に
お
け
る
教
育

課
題
を
ど
う
と
ら

え
て
い
ま
す
か
。

答
教
育
長

人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど

技
術
革
新
の
急
激
な
進
展

や
変
化
の
激
し
い
社
会
に

対
応
で
き
る「
生
き
る
力
」

の
育
成
が
課
題
で
す
。
具

体
的
に
は
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、

自
立
心
や
探
究
心
、
情
報

化
社
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
す
る
能
力
を
養
い
、

多
様
性
や
包
摂
性
を
重
視

し
た
人
間
関
係
を
培
う
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。問

教
育
現
場
の
課
題

解
決
に
向
け
、
具

体
的
な
検
討
は
。

答
教
育
長

小
中
学
校
と
教
育

委
員
会
が
緊
密
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、一
体
と
な
っ

て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
教
育
長
の
考
え
る

教
育
理
念
と
、
そ

れ
を
実
行
す
る
具
体
策
は
。

答
教
育
長

『「
作
る
学
び
」
で

ケ
ア
と
創
造
性
を
育
て
る
』

で
す
。
具
体
的
に
は
周
り

の
人
と
協
力
し
な
が
ら
、

自
ら
主
体
的
に
課
題
を
解

決
で
き
る
人
材
育
成
で
す
。

問
次
期
学
習
指
導
要

領
へ
の
町
の
考
え

は
。答

教
育
長

次
期
学
習
指
導
要

領
で
は
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
深
化
、
学

学
校
教
育

問 

町
に
お
け
る
教
育
課
題
は

答 

生
き
る
力
の
育
成
で
す

ひと言

学校・地域・保護者が一体となり、西会津町の
豊かな自然を活かした人間力育成を。

秦
はた

　貞
さだ

継
つぐ

 議員

校
裁
量
で
授
業
時
数
を
柔

軟
に
組
め
る
仕
組
み
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は「
質
の
高
い
探
究
的
な

学
び
」
の
先
行
実
施
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

問
「
人
間
力
」の
重
要

性
と
育
成
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
認
識
で
す

か
。答

教
育
長

人
間
力（
自
己
形

成
力
）
を
高
め
る
た
め
に

は
、
目
標
に
向
か
っ
て
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

粘
り
強
く
学
ぶ
力
、
多
様

な
他
者
と
共
感
し
、
合
意

形
成
や
協
働
を
進
め
る
力
、

公
共
心
を
持
ち
、
社
会
の

課
題
に
関
わ
ろ
う
と
す
る

責
任
感
な
ど
が
必
要
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
が
町
に
及
ぼ

す
影
響
は
。

答
教
育
長

町
で
学
び
育
っ
た

子
ど
も
達
が
、
将
来
、
町

ふるさとの自然に囲まれた体験学習の中で人間力育成を。

に
戻
り
活
躍
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
町
を
持
続

可
能
に
発
展
さ
せ
る
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。
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問
集
落
に
お
け
る
防

災
体
制
は
。

答
町
長

町
は
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
や
地
区
防
災

計
画
の
策
定
、
防
災
訓
練
、

資
機
材
整
備
を
支
援
し
て

お
り
、
現
在
16
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
孤
立
時
の
備
蓄
と

輸
送
は
。

答
町
長

５
か
所
に
食
料
や

飲
料
水
、
毛
布
な
ど
を
分

散
備
蓄
し
、
奥
川
み
ら
い

交
流
館
と
旧
弥
平
四
郎
分

校
に
は
発
電
機
・
燃
料
も

備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

21
の
企
業
な
ど
と
協
定
を

結
び
、
孤
立
時
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
な
ど
で
緊
急
物
資

や
医
薬
品
、
医
師
な
ど
を

搬
送
す
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

問
要
支
援
者
の
避
難

計
画
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

避
難
行
動
要
支
援

者
は
本
年
３
月
現
在
１
５

３
人
で
す
。
個
別
避
難
計

画
の
作
成
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
簡
易
版
の
名
簿

を
活
用
し
、
民
生
委
員
を

中
心
に
安
否
確
認
や
避
難

誘
導
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
後
も
計
画
作
成
を
含
め
、

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
学
校
で
の
備
え
と

防
災
教
育
は
。

答
学
校
教
育
課
長

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
非
常
食
を
児
童
・
生
徒

１
人
あ
た
り
、
２
食
分
備

蓄
し
、
避
難
訓
練
を
小
学

校
で
年
３
回
、
中
学
校
で

年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

もしものときに備えて、家庭でもできる準備を

ひと言

災害時に孤立する集落をつくらないためには、
日頃から地域で顔の見える関係を築き、

備えと助け合いの力を高めることが大切です。

防　
災

問 

孤
立
時
の
備
蓄
と
輸
送
の
体
制
は

答 

分
散
備
蓄
や
緊
急
ヘ
リ
輸
送
で
対
応

こ
ど
も
園
を
含
む
合
同
引

き
渡
し
訓
練
も
行
っ
て
い

ま
す
。

問
情
報
伝
達
と
地
域

の
備
え
は
。

答
町
長

防
災
行
政
無
線
、

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
福
島

県
防
災
ア
プ
リ
、
ヤ
フ
ー

防
災
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

な
ど
で
情
報
を
発
信
し
ま

す
。
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新

を
予
定
し
、
全
戸
配
布
や

説
明
会
で
周
知
す
る
と
と

も
に
、
自
助
・
共
助
の
意

識
を
高
め
ま
す
。

問
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
防
災
啓
発

は
。答

町
長

消
防
行
事
や
各
団

体
の
避
難
訓
練
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
通
し
て

啓
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

喜
多
方
広
域
消
防
に
よ
る

防
災
、
火
災
予
防
、
救
急

に
関
す
る
啓
発
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

問
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
に
は
。

答
町
長

町
総
合
訓
練
へ
の

参
加
や
、
自
治
会
・
サ
ロ

ン
か
ら
の
要
請
に
応
じ
た

防
災
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
を
使
っ

た
避
難
経
路
の
確
認
、
非

常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
、

停
電
対
策
に
つ
い
て
も
周

知
し
て
い
ま
す
。

渡
わた

部
なべ

佳
か

菜
な

子
こ

 議員
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有
害
鳥
獣
対
策

問 

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
事
業
の
進
捗
は

答 

７
月
に
事
業
着
手
で
き
た
と
こ
ろ
で
す

ひと言

ワイヤーメッシュ柵、町の期待を背負ってる！
有害鳥獣対策の最後の望みである！

問
昨
年
度
と
今
年
度

の
申
請
状
況
は
。

答
町
長

昨
年
度
は
１
件
の

申
請
が
あ
り
、
今
年
度
事

業
実
施
に
向
け
て
進
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
複
数

の
自
治
区
か
ら
相
談
が
あ

り
現
在
、
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
有
効
性

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長

電
気
柵
と
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
適
材

適
所
で
組
み
合
わ
せ
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
が
有
効
と

考
え
ま
す
。

問
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
事
業
の
流

れ
と
進
捗
は
。

答
町
長

本
事
業
は
、
会
津

北
部
地
域
鳥
獣
害
防
止
広

域
対
策
協
議
会
の
事
業
で

す
。昨

年
９
月
及
び
本
年
２

月
に
県
か
ら
補
助
金
の
要

望
量
調
査
が
あ
り
、
４
月

に
要
望
額
ど
お
り
の
内
示

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
交
付
決
定
前
着
手
届
」

を
提
出
し
７
月
に
事
業
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
申
請
者
へ
の
連
絡
、

周
知
に
つ
い
て
は
。

答
町
長

事
前
相
談
か
ら
申

請
、
事
業
着
手
に
至
る
過

程
に
お
い
て
、
設
置
ル
ー

ト
の
協
議
や
補
助
金
に
係

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

情
報
を
適
時
適
切
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

問
補
助
事
業
を
受
け

る
た
め
の
周
知
の

取
り
組
み
は
。

答
町
長

今
年
度
整
備
す
る

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
設

置
に
、
希
望
者
を
対
象
に

現
地
で
見
学
・
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
後
、
設
置
を
希
望
す
る

自
治
区
な
ど
と
協
議
を
し
、

調
整
が
整
え
ば
次
年
度
以

降
の
国
庫
補
助
へ
の
要
望

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
補
助
事
業

を
今
後
、
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
考
え
は
。

答
町
長

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
と
電
気
柵
の
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
を
見
極
め
た
上
で
、

長
は

谷
せ

川
がわ

　正
ただし

 議員

対
象
と
な
る
農
地
の
場
所

や
面
積
、
防
ぎ
た
い
動
物

の
種
類
、
設
置
費
用
、
設

置
労
力
、
管
理
の
負
担
、

さ
ら
に
雪
の
影
響
な
ど
に

つ
い
て
、
設
置
を
希
望
す

る
集
落
や
生
産
者
と
十
分

に
協
議
を
行
い
、
適
切
な

防
止
柵
の
選
定
及
び
設
置

支
援
を
図
り
、
適
切
な
被

害
防
止
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

到着したワイヤーメッシュ柵
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ひと言

町の暮らしの安心と未来の財政を守るため、
必要な点を質問しました。

問
令
和
７
年
度
決
算

を
見
る
と
、
歳
入

の
伸
び
が
鈍
化
し
、
一
般

財
源
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

特
に
寄
附
金
の
減
少
が
大

き
く
、
財
源
の
確
保
に
一

つ
の
課
題
が
見
え
ま
す
。

今
後
、
町
と
し
て
財
源
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
の
か
。

答
総
務
課
長

一
般
財
源
の
減
少

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
減
少
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
に
初
め
て
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と

し
て
は
、
主
力
の
返
礼
品

で
あ
る「
米
」の
価
格
の
高

止
ま
り
か
ら
、
寄
付
金
額

に
お
得
感
が
無
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制

度
は
、
今
後
も
安
定
的
に

財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
、
新
商
品
の
投
入
に
よ

る
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
増
額
や
、
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
に
よ
リ
一
般

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

問
経
常
収
支
比
率
が

90
・
６
％
と
上
昇

し
、
義
務
的
経
費
の
増
加

が
続
い
て
い
ま
す
。
政
策

的
経
費
を
ど
う
確
保
し
て

い
く
の
か
。

答
総
務
課
長

経
常
収
支
比
率
は
、

一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
の
経

常
的
な
歳
出
の
経
常
的
な

歳
入
に
対
す
る
割
合
で
す
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
指
標
で
あ
り
、
令
和
７

年
度
決
算
で
は
前
年
度
よ

令
和
７
年
度
決
算

問 

一
般
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か

答 

寄
付
金
な
ど
の
確
保
に
努
め
る

り
０
・
５
％
増
加
し
ま
し

た
。
要
因
は
、
国
を
挙
げ

て
の
賃
上
げ
な
ど
に
伴
う

人
件
費
の
増
、
物
価
高
騰

対
策
に
よ
る
扶
助
費
の
増

な
ど
義
務
的
経
費
の
増
加

が
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
政
策
的
経
費
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

人
件
費
を
は
じ
め
と
し
た

義
務
的
経
費
は
増
加
し
て

お
り
、
削
減
は
厳
し
い
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
そ
の
よ
う
な
中

に
お
い
て
も
、
国
や
県
の

動
向
を
み
な
が
ら
、
補
助

金
や
交
付
金
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
、
公
共
施
設

整
備
等
基
金
へ
の
積
み
立

て
、
交
付
税
算
入
の
有
利

な
地
方
債
の
活
用
な
ど
、

財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

一般財源の安定した確保が望まれる

三
み

留
とめ

　正
まさ

義
よし

 議員
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問
介
護
へ
の
支
援
体

制
は
。

答
町
長

町
で
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

可
能
な
限
り
本
人
や
家
族

の
思
い
が
尊
重
さ
れ
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
基
盤

と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
進
化
と
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
老
老
介
護
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
状

態
を「
大
変
」と
画
一
的
に

判
断
す
る
こ
と
な
く
、
介

護
す
る
人
、
介
護
さ
れ
る

人
の
双
方
に
寄
り
添
い
、

医
療
・
介
護
に
と
ど
ま
ら

ず
多
職
種
・
他
機
関
が
互

問
ク
マ
に
よ
る
被
害

防
止
対
策
は
。

答
町
長

町
で
は
、
ク
マ
に

よ
る
被
害
防
止
対
策
と
し

て
、
山
に
入
る
際
の
ク
マ

鈴
の
携
行
や
早
朝
・
夜
間

の
外
出
な
ど
の
注
意
喚
起
、

ク
マ
と
遭
遇
し
た
時
の
対

処
方
や
、
住
宅
や
集
落
周

辺
へ
の
エ
サ
と
な
る
誘
引

物
を
捨
て
な
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
よ
り
呼
び
か
け
て
い

恵
的
に
連
携
し
、
公
的

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
地
域

の
支
え
合
い
・
助
け
合
い

に
よ
る
支
援
も
組
み
合
わ

せ
て
対
応
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

問
危
惧
す
る
今
後
の

老
老
介
護
の
支
援

は
。答

町
長

在
宅
で
の
介
護
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
の
受

け
皿
と
し
て
、
短
期
入
所

を
含
む
入
所
施
設
の
ベ
ッ

ド
数
の
充
足
に
加
え
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援

体
制
の
強
化
に
努
め
て
お

り
、
一
方
で
、
老
老
介
護

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

老
老
介
護

問 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
に
は

答 

介
護
す
る
人
さ
れ
る
人
に
寄
り
添
う

クマが小学校の裏側の畑に出没（小学校
は右・中学校は左）付近に子どもこゆり
園があります。

ひと言

人の住む生活圏内に侵入するクマから
人の生命を守る体制づくりは、

安全安心な日々を送るためにも大事。

答  クマ鈴携行や外出時注意喚起など
問  クマ被害の未然防止は

クマ対策

獣
被
害
対
策
実
施
隊
へ
出

動
を
要
請
す
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

問
警
察
や
鳥
獣
対
策

関
係
者
、
自
治
区

な
ど
と
の
連
携
は
。

答
町
長

学
校
や
公
共
施
設
、

福
祉
施
設
、
住
宅
な
ど
の

周
辺
で
出
没
が
確
認
さ
れ

た
場
合
、
各
施
設
管
理
者

や
自
治
区
長
へ
速
や
か
に

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
当
該
集
落

へ
の
注
意
喚
起
通
じ
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
ほ
か
、
集

落
内
の
防
災
行
政
無
線
を

通
じ
て
警
戒
の
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

問
庁
内
に
お
け
る
情

報
共
有
な
ど
初
動

体
制
は
。

答
町
長

住
民
や
警
察
な
ど

か
ら
ク
マ
の
出
没
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
際
は
鳥
獣
対

策
専
門
員
な
ど
が
迅
速
に

現
場
へ
急
行
し
状
況
確
認

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
被

害
発
生
の
危
険
性
な
ど
を

勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
鳥

猪
いの

俣
また

　常
つね

三
ぞう

 議員
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ひと言

鳥獣対策の根本は地域環境を管理することです。
集落も巻き込んだ取り組みに発展させていく

ことが重要です。
荒
あら

海
うみ

　正
まさ

人
と

 議員

問
環
境
を
管
理
し
、

鳥
獣
を
集
落
に
寄

せ
付
け
な
い
対
策
に
向
け

て「
集
落
環
境
診
断
」を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
町
の
見

解
は
。

答
農
林
振
興
課
長

集
落
環
境
診
断
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
要
望

の
あ
っ
た
集
落
や
鳥
獣
の

出
没
が
多
い
集
落
に
出
向

き
、
出
没
や
被
害
箇
所
の

洗
い
出
し
、
そ
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
町
が
取
り
組
む
果

樹
木
伐
採
事
業
の

拡
大
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
農
林
振
興
課
長

こ
れ
ま
で
23
の
自

問
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
に
お
い
て

昨
年
度
採
用
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
後
の
募
集
・

採
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

答
町
長地

域
お
こ
し
協

力
隊
事
業
は
、
各
課
に
ま

た
が
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
か
ら
事
業
連
携
の
た
め

の
会
議
を
新
た
に
設
置
し
、

意
識
共
有
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
募
集
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
お
試
し
協
力

治
区
で
３
０
０
本
以
上
の

果
樹
木
を
伐
採
し
、
集
落

周
辺
の
伐
採
は
一
定
程
度

進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
集
落
か

ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
事
業
の
継
続
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

鳥
獣
対
策

問 

果
樹
木
伐
採
事
業
の
拡
大
を

答 

事
業
継
続
に
つ
い
て
検
討
す
る

答  連携強化や募集事業の充実を図る
問  今後の募集・採用の進め方は

地域おこし協力隊

隊
事
業
の
内
容
充
実
な
ど

人
材
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問
今
後
の
募
集
の
在

り
方
と
し
て「
一

本
釣
り
」
の
人
材
獲
得
を

強
化
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
企
画
情
報
課
長

例
え
ば
、
福
島
大

学
と
の
連
携
事
業
や
、
お

試
し
協
力
隊
の
事
業
強
化

な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
性

を
築
き
な
が
ら
採
用
な
ど

に
も
つ
な
が
る
よ
う
対
応

し
て
い
ま
す
。

おためし地域おこし協力隊ツアーの様子

集落環境診断の様子
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ひと言

町民の「自らの体は自ら守る」を
後押しするために眠れる予算の有効活用を！

問
令
和
８
年
度「
人

間
ド
ッ
ク
助
成
事

業
」
の
助
成
金
交
付
者
数

と
予
算
の
執
行
率
は
。

答
健
康
増
進
課
長

70
名
の
予
算
に
対

し
て
交
付
者
数
は
44
名
、

予
算
執
行
率
62
・
９
％
で

す
。問

当
初
の
見
込
み
人

数
・
予
算
規
模
と

比
較
し
て
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
や
使
用
状
況
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

答
健
康
増
進
課
長

一
定
の
町
民
の
ニ
ー

ズ
は
あ
る
も
の
の
、
医
療

機
関
の
受
入
れ
枠
と
の
調

整
が
課
題
で
す
。

問
令
和
５
年
度
よ
り

町
独
自
の「
人
間

ド
ッ
ク
助
成
事
業
」
を
創

設
し
ま
し
た
が
、
本
事
業

問
本
町
に
お
い
て
、

本
事
業
に
期
待
す

る
成
果
は
。

答
企
画
情
報
課
長

人
手
不
足
の
町
内

事
業
所
へ
の
雇
用
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

仕
事
を
創
り
、
移
住
・
定

住
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
す
。

問
現
状
と
課
題
は
。

の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

答
健
康
増
進
課
長

「
特
定
健
診
」と「
５

大
が
ん
検
診
」
で
は
、
発

見
し
に
く
い
疾
患
の
早
期

発
見
が
よ
り
可
能
に
な
り

ま
す
。
町
民
の
自
発
的
な

予
防
行
動
を
後
押
し
す
る

事
業
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。

問
予
算
が
40
％
近
く

執
行
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
事
業
の
拡
充
を

図
り
、
予
算
を
有
効
に
活

用
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
健
康
増
進
課
長

予
算
未
執
行
分
の

有
効
活
用
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

町
民
健
診
事
業

問 

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
拡
充
は

答 

予
算
未
執
行
分
の
有
効
活
用
に
努
め
る

答  派遣社員の確保が進んでいない
問  事業の現状と課題は

特定地域づくり事業

答
企
画
情
報
課
長

組
合
創
立
か
ら
２

年
が
経
過
し
ま
す
が
、
組

合
で
雇
用
す
る
派
遣
社
員

の
確
保
が
課
題
で
す
。

問
県
の
３
年
間
の
支

援
が
令
和
７
年
度

で
終
了
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

答
企
画
情
報
課
長

今
後
、
組
合
と
協

議
し
ま
す
。

上
うえ

野
の

恵
え

美
み

子
こ

 議員
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ひと言

人口減少対策は一丁目一番地！
率先した移住定住に取り組むべき。

問
獣
の
出
没
は
全
国

的
に
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
出
没
の
原
因
を

ど
う
考
え
ま
す
か
。

答
農
林
振
興
課
長

人
口
減
少
や
高
齢

化
な
ど
で
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
、
野
生
動
物
と
の

境
界
線
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
人
里
に
出
没
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
「
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

ふ
く
し
ま
」
で
担

い
手
を
育
成
し
て
い
ま
す

が
、
当
町
と
の
関
り
は
あ

り
ま
す
か
。

答
農
林
振
興
課
長

現
在
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。

問
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
を
伺
い
ま

す
。

答
農
林
振
興
課
長

７
年
で
１
億
８
０

０
万
円
が
交
付
さ
れ
て
お

り
、
意
向
調
査
、
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
ペ
レ
ッ
ト

な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
森
林
環
境
譲
与
税

の
利
用
率
は
55
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
緩

衝
帯
を
整
備
す
る
こ
と
で

獣
の
出
没
が
減
少
す
る
た

め
、
補
助
金
を
有
効
活
用

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。答

農
林
振
興
課
長

森
林
所
有
者
の
意

向
調
査
や
森
林
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
に
時
間
を
要
し
て

い
ま
す
。

獣
の
出
没
原
因

問 

獣
は
何
故
里
山
に
出
没
す
る
の
か

答 

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ
る

青
あお

木
き

　照
てる

夫
お

 議員

問
首
都
圏
の
若
者
の

移
住
や
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
が
必
要
と
さ
れ

る
時
代
で
す
が
、
人
口
減

少
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。

答
企
画
情
報
課
長

国
や
県
の
住
宅
補

助
（
事
業
）
を
利
用
し
住

宅
の
取
得
や
住
宅
改
修
な

ど
で
「
来
て
『
に
し
あ
い

づ
』
住
宅
取
得
事
業
補
助

金
」
で
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

問
埼
玉
・
千
葉
・
神

奈
川
も
首
都
圏
で

す
。
首
都
圏
移
住
者
に
は

条
件
付
き
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
独
自
の
補
助
金

制
度
は
で
き
な
い
の
で
す

か
。答

企
画
情
報
課
長

補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー

の
見
直
し
な
ど
検
討
し
ま

す
。問

首
都
圏
で
定
年
を

迎
え
た
町
出
身
の

元
気
な
方
が
い
ま
す
。
故

郷
で
集
え
る
場
所
と
し
て

答  移住定住施策の強化を図る
問  人口減少への対策は

人口減少対策

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」を
求
め

る
声
が
あ
り
ま
す
。
終
の

棲
家
と
し
て
の
期
待
や
人

口
減
少
抑
制
策
に
も
繋
な

が
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

答
企
画
情
報
課
長

民
家
や
空
き
家
の

利
活
用
な
ど
を
含
め
、
移

住
定
住
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

西会津町にあるシェアハウス
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ひと言

町の中心エリアの活性化だけでなく、
各地区の住民主体の活動をつなげ、

「新たな町づくり」の構想を。

問
野
沢
、
尾
野
本
の

「
町
の
中
心
エ
リ

ア
」
以
外
の
地
域
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
活
性
化

策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
町
長

具
体
的
に
は
、「
こ

ん
な
地
区
に
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
総
合
計
画
策

定
委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
各
地
域
の
試
み
と

住
民
主
体
の
努
力

を
活
か
し
、
単
に
町
の
中

心
の
活
性
化
だ
け
で
は
な

く
、
新
た
な
考
え
で
町
の

活
性
化
を
構
想
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

答
町
長

町
と
し
て
単
に
町

の
中
心
エ
リ
ア
の
活
性
化

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
区

新
た
な
町
づ
く
り

問 

新
た
な
考
え
で
ま
ち
の
活
性
化
を

答 

西
会
津
な
ら
で
は
の
町
づ
く
り
を
検
討

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
や

関
係
人
口
を
町
の
中
心
エ

リ
ア
の
機
能
と
結
び
つ
け

な
が
ら「
西
会
津
な
ら
で
は

の
町
づ
く
り
」を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問
公
民
館
機
能
を
旧

群
岡
中
学
校
に
移

転
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
町
長

「
新
た
な
会
議
」で

公
民
館
機
能
を
含
め
た
施

設
整
備
な
ど
に
関
す
る
具

体
的
な
検
討
を
始
め
ま
し

た
。
遊
休
施
設
の
有
効
活

用
も
検
討
し
ま
す
。

問
首
都
圏
の
若
者
の

移
住
や
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
が
必
要
と
さ
れ

る
時
代
で
す
が
、
人
口
減

少
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。

答
企
画
情
報
課
長

国
や
県
の
住
宅
補

助
（
事
業
）
を
利
用
し
住

宅
の
取
得
や
住
宅
改
修
な

ど
で
「
来
て
『
に
し
あ
い

づ
』
住
宅
取
得
事
業
補
助

金
」
で
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

問
埼
玉
・
千
葉
・
神

奈
川
も
首
都
圏
で

す
。
首
都
圏
移
住
者
に
は

条
件
付
き
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
独
自
の
補
助
金

制
度
は
で
き
な
い
の
で
す

か
。答

企
画
情
報
課
長

補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー

の
見
直
し
な
ど
検
討
し
ま

す
。問

首
都
圏
で
定
年
を

迎
え
た
町
出
身
の

元
気
な
方
が
い
ま
す
。
故

郷
で
集
え
る
場
所
と
し
て

問
国
民
健
康
保
険
税

の
均
等
割
は
子
ど

も
の
数
が
多
い
家
庭
ほ
ど

負
担
が
増
え
、
子
育
て
支

援
策
を
重
視
し
て
い
る
町

の
方
針
と
も
矛
盾
す
る
制

度
と
考
え
ま
す
。
町
は
ど

う
考
え
ま
す
か
。

答
健
康
増
進
課
長

現
在
の
未
就
学
児

の
５
割
軽
減
措
置
を
、
令

和
９
年
か
ら
高
校
生
世
代

ま
で
拡
充
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
高
校
生
世
代
、
均

等
割
５
割
負
担
を

答  町独自の減免は考えていない
問  国保税均等割を全額免除しては

国保税の負担軽減

全
額
免
除
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

答
健
康
増
進
課
長

国
か
ら
の
通
知
に

よ
れ
ば
、
「
国
保
税
に
つ

い
て
独
自
に
減
額
で
き
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
町
独
自
の
減

免
の
拡
充
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問
県
内
で
独
自
に
減

免
し
て
い
る
自
治

体
は
あ
り
ま
す
か
。

答
健
康
増
進
課
長

二
本
松
市
、
南
相

馬
市
、川
俣
町
な
ど
で
す
。

有効活用を待つ旧群岡中学校

小
こ

林
ばやし

　雅
まさ

弘
ひろ

 議員
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野
良
猫
対
策

問 

地
域
猫
活
動
へ
の
町
の
支
援
は

答 

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く

ひと言

この街の、小さな住民（ねこ）たちと
一緒に生きていく。さくら耳は、地域で

愛されている、しるしです!!

問
野
良
猫
の
実
態
把

握
と
相
談
状
況
は
。

答
町
民
税
務
課
長

生
息
域
が
広
範
囲

で
あ
り
個
体
数
な
ど
、
そ

の
実
態
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。
本
年
度
５
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
県
の
地
域
猫
活
動

支
援
事
業
の
利
用

状
況
と
制
度
の
周
知
は
。

答
町
民
税
務
課
長

地
域
猫
活
動
は
、

自
治
区
な
ど
が
主
体
と
な

り
不
妊
・
去
勢
を
行
い
地

域
の
生
活
環
境
を
保
全
し

つ
つ
、
猫
の
数
を
減
ら
し

て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

本
町
も
含
め
会
津
管
内
に

お
い
て
本
支
援
事
業
の
利

用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
知

に
つ
い
て
は
、
相
談
に
来

ら
れ
た
方
へ
個
別
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
事

業
の
詳
細
に
つ
い
て
広
く

周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
具
体
的
な
方
法
は
。

答
町
民
税
務
課
長

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

や
広
報
誌
で
の
発
信
、
県

支
援
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会

な
ど
を
通
し
て
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

問
地
域
猫
活
動
へ
の

町
の
支
援
は
。

答
町
民
税
務
課
長

地
域
猫
活
動
支
援

事
業
の
み
な
ら
ず
、
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
状

況
を
伺
い
、
現
地
を
調
査

し
、
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
な
ど
関
係
機
関
へ
つ

な
ぎ
、
連
携
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

問
不
妊
・
去
勢
の
活

動
へ
の
対
応
策
は
。

答
町
民
税
務
課
長

不
妊
・
去
勢
は
１

万
５
千
円
か
ら
５
万
円
程

度
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
捕
獲
に
も
罠
な
ど

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

県
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
そ
の
ケ
ー
ス

や
状
況
に
応
じ
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

問
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
へ
の
搬
送
な

ど
に
係
る
経
費
の
補
助
、

ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
含
め
て
検
討

し
て
は
。

答
町
民
税
務
課
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
さ
れ
て
い
る
方
々
や
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

さくら耳（去勢済）のねこ

仲
なか

川
がわ

　久
ひさ

人
と

 議員
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議会に来ました！
高校生９人が本会議を傍聴。
議会に対する素直な声を紹介します。

この日の本会議では、議長・委員長報告や町長の提案理由の説明
などが行われました。

西 高 生 が
９月４日
議会初日

９人全員が「あまり
知らなかった」「ほと
んど知らなかった」

傍聴前の傍聴前の
議会の知識議会の知識

８人が「あまり興味を持てな
かった」「興味を持てなかった」
１人は「とても興味深かった」

傍聴してみた感想傍聴してみた感想

２人が「少し思った」
７人は「あまり思わ
ない」「思わない」

政治・地域への政治・地域への
関心関心

高校生の素直な声
・詳しい話が分からなくて理解がたいへん。議場が狭い感じがした。
・小学校や中学校の調査をして、施設の改善を考えていたのは良かった。
・議員が議会の前は笑顔、始まると真面目。
・ギスギスしているように感じた。
・高校の介護研修も取り上げ、地域資源を活かそうとしていた。
・機材や雰囲気がしっかりしていた。マイクの音が聞きやすかった。
・他県の災害の話をしていたが、町の除雪や道路も考えて欲しい。
・「あまり印象に残らなかった。」「とても良い経験になった。」

という声も。

議会の様子を分かりやすく伝えられる
「議会だより」づくりにつなげていきます。
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経
済
常
任
委
員
会
報
告

経
済
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
町
事
業
を
調
査
す

る
所
管
事
務
調
査
を
７
月

24
日
と
８
月
7
日
に
実
施

し
ま
し
た
。

町
道
向
原
１
号
線
道
路
改

良
事
業
の
進
捗
状
況

【
契
約
内
容
】

・
請
負
業
者
：
㈱
飯
豊
建

設
・
契
約
金
額
：
２
４
２
０

万
円

・
工
期
：
令
和
８
年
7
月

１
日
〜
令
和
９
年
１
月

12
日

・
工
事
内
容
：
全
体
延
長

３
３
０
・
０
ｍ
の
う
ち
、

本
年
度
は
１
１
８
・
０

ｍ
を
施
工
す
る
。

■
調
査
内
容

視
察
時
は
着
工
直
後
の

初
期
段
階
で
あ
り
、
準
備

工
、
施
工
ヤ
ー
ド
の
整
備
、

お
よ
び
資
材
搬
入
が
行
わ

れ
て
い
た
。
提
出
さ
れ
た

工
程
表
に
基
づ
き
、
降
雪

期
前
の
工
事
完
成
を
目
指

し
た
計
画
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
地
域
住
民
か

ら
は
、
長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
本
工
事
の
着
工
に

対
し
、
冬
期
の
通
行
確
保

へ
の
強
い
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

■
委
員
会
の
見
解

本
事
業
は
、
幅
員
の
狭

い
道
路
に
よ
る
生
活
リ
ス

ク
解
消
と
い
う
明
確
な
課

題
に
対
し
、
適
切
な
設
計

と
管
理
が
な
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
早
期
の
全

線
完
成
を
求
め
る
と
と
も

に
、
冬
期
施
工
を
含
む
工

期
で
あ
る
た
め
、
気
象
条

件
を
踏
ま
え
た
厳
格
な
工

程
管
理
と
安
全
対
策
の
徹

底
を
求
め
、
適
正
な
執
行

を
注
視
し
て
い
く
。

１
／
２
）、
機
械
設
備

（
事
業
費
２
２
３
９
万

円
、
補
助
率
１
／
４
）、

令
和
8
年
度
は
、
大
型

ト
ラ
ク
タ
ー
導
入
の
補

助
を
申
請
し
て
い
る
。

■
現
状
の
課
題

・
労
働
力
の
確
保
：
将
来

的
に
は
、
一
般
社
団
法

人
百
松
に
よ
る
農
地
直

営
管
理
へ
の
移
行
が
考

え
ら
れ
る
が
、
２
名
体

制
で
は
限
界
が
あ
り
、

生
産
管
理
を
担
う
人
材

確
保
が
急
務
で
あ
る
。

・
販
路
と
営
業
：
現
在
は

商
社
を
通
じ
た
販
売
が

中
心
で
あ
り
、
独
自
の

販
路
開
拓
や
営
業
を
担

う
専
門
人
材
が
不
足
し

て
い
る
。

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
：
米
の

品
質
を
維
持
す
る
た
め

の
貯
蔵
施
設
の
必
要
性
、

作
業
効
率
向
上
の
た
め

の
農
地
基
盤
整
備
を
求

め
る
。

■
委
員
会
の
見
解

一
般
社
団
法
人
百
松
は
、

地
域
農
業
の
維
持
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
今
後
、
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

の
支
援
を
活
用
し
つ
つ
も
、

自
ら
が
経
営
努
力
を
積
み

重
ね
、
自
立
し
た
経
営
基

盤
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
は
、

町
の
農
業
振
興
の
牽
引
役

と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。
集
落
営
農

が
町
全
体
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

一
般
社
団
法
人
百
松
（
農

業
経
営
体
）
の
調
査
状
況

■
設
立
の
背
景
と
目
的

松
尾
自
治
区
で
は
近
年
、

耕
作
者
の
減
少
と
高
齢
化

が
進
み
、
農
地
保
全
と
担

い
手
確
保
が
急
務
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
状
況
に
対

し
、
地
域
の
担
い
手
農
家

が
協
議
を
重
ね
、
農
地
の

集
約
・
集
積
、
効
率
的
な

農
作
業
体
系
を
確
立
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
を
目

的
と
し
て
、
令
和
６
年
１

月
に
一
般
社
団
法
人
百
松

を
設
立
し
た
。

■
運
営
体
制
と
施
設
概
要

・
耕
作
規
模
：
現
在
約
19

ｈ
ａ
を
管
理
。
将
来
的

に
は
自
治
区
内
の
約
50

ｈ
ａ
全
て
の
引
き
受
け

を
目
指
し
て
い
る
。

・
設
備
：
国
・
町
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
令
和

6
年
度
に
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
建
屋
（
事
業
費
２

８
１
０
万
円
、
補
助
率

工事の説明を受ける様子

「百松」視察の様子
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施設老朽化状況視察

教育方針の説明を行う教育長

公営塾の授業風景

総
務
常
任
委
員
会
報
告

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

担
当
す
る
事
業
や
町
が
所

有
す
る
施
設
に
つ
い
て
７

月
８
日
、
15
日
、
23
日
に

調
査
を
実
施
し
た
。

１�

．
西
会
津
小
・
中
学
校

施
設
の
老
朽
化
と
活
用

状
況

■
調
査
内
容

西
会
津
小
学
校
は
、
落

成
か
ら
10
年
余
り
が
経
過

し
て
い
る
。
校
舎
内
に
は
、

課
外
活
動
や
子
育
て
支
援

機
能
も
備
え
ら
れ
て
い
る
。

併
設
さ
れ
て
い
る
西
会

津
中
学
校
は
、
開
校
か
ら

約
24
年
が
経
過
し
て
い
る

た
め
老
朽
化
へ
の
対
応
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

■
委
員
会
の
見
解

西
会
津
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
管
理
に
よ

る
教
育
環
境
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
空
き
教
室
な
ど

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

今
後
導
入
さ
れ
る
探
究
学

習
な
ど
に
活
か
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
た
い
。

西
会
津
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
屋
根
や
外
壁
、
空

調
設
備
、
照
明
設
備
、
太

陽
光
発
電
設
備
な
ど
に
経

年
劣
化
が
見
受
け
ら
れ

た
。
今
後
策
定
す
る
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
安
全

で
快
適
な
学
習
環
境
の
確

保
が
求
め
ら
れ
る
。

２�

．
介
護
職
員
初
任
者
研

修
（
西
会
津
高
校
）

■
調
査
内
容

町
で
は
高
校
の
魅
力
向

上
と
介
護
人
材
確
保
を
目

的
に
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
資
格
取
得
を
目

指
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

■
委
員
会
の
見
解

介
護
施
設
の
人
材
確
保

を
目
的
に
、
西
会
津
高
校

で
介
護
職
員
初
任
者
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ

で
は
生
徒
も
研
修
に
加
わ

り
、
資
格
取
得
を
目
指
せ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
同
時
に
地
域

の
介
護
基
盤
維
持
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
今
後

は
、
介
護
分
野
の
課
題
解

決
と
い
う
視
点
に
と
ど
ま

ら
ず
、
高
校
の
魅
力
化
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
学
び
、
地
域
と
共

に
成
長
で
き
る
教
育
環
境

の
充
実
を
図
る
方
針
が
示

さ
れ
た
。

■
委
員
会
の
見
解

教
育
長
の
方
針
は
、
町

の
こ
れ
ま
で
の
教
育
施
策

と
も
親
和
性
が
高
い
こ

と
、
ま
た
、
知
識
だ
け
で

な
く
社
会
を
生
き
抜
く
力

を
育
む
方
針
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
関

係
者
と
の
対
話
を
重
ね
、

方
針
の
理
解
醸
成
に
努
め

て
ほ
し
い
。

４
．
公
営
塾

■
調
査
内
容

・
公
営
塾
の
事
業
概
要

・
公
営
塾
の
授
業
視
察

■
委
員
会
の
見
解

公
営
塾
は
、
近
隣
自
治

体
と
同
等
の
教
育
機
会
を

無
償
で
提
供
し
、
希
望
す

る
進
路
の
実
現
に
向
け
基

礎
学
力
の
向
上
を
支
援
す

る
取
り
組
み
と
し
て
評
価

で
き
る
。
一
方
で
、
事
業

開
始
か
ら
２
年
目
を
迎
え
、

受
講
率
の
減
少
や
受
講
者

が
学
力
上
位
層
に
偏
る
な

ど
の
課
題
も
み
ら
れ
た
。

３
．
教
育
長
の
教
育
方
針

■
調
査
内
容（
教
育
方
針
）

教
育
方
針
の
柱
と
し
て
、

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
未

来
を
生
き
る
力
を
育
む
「
つ

く
る
学
び
」、
安
心
し
て

挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り

「
ケ
ア
」、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
新
た
な
価
値
を

創
出
す
る
「
創
造
性
」
を

軸
と
し
た
教
育
方
針
が
示

さ
れ
た
。

ま
た
、
自
然
や
暮
ら
し
、

人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
探

究
学
習
を
推
進
す
る
と
と



24にしあいづ議会だより／令和８年10月／175号

町への申し入れと回答
懇談会で寄せられた声を町へ届けました

５月の「町民と議会との懇談会」で寄せられた意見から、
４項目を町へ申し入れ、９月14日付で回答がありました。

町民バス野沢坂下線のダイヤ見直し１

申し入れ	 部活動終了後の待ち時間解消に向け、ダイヤの見直しを。

町の回答	 高校の意向やJR磐越西線との接続を考慮し、
		  必要に応じて交通体系全体を見直す中で、
		  可能な改善を図ります。

町有施設や飲食店での学割制度２

申し入れ	 町の施設や飲食店を利用しやすい
	 学割制度の創設を。

町の回答	 公園施設など一部の料金は軽減されています。
		  要望は商工会や町飲食店組合などにつないでいきます。

ミネラル野菜の運搬支援４

申し入れ	 町民バスを活用し、「ミネラル野菜の家」などへ
	 の運搬支援を。

町の回答	 週２回の収集出荷を継続。普及会と協議し、
		  生産者の負担を軽くできるよう、その都度
		  検討して対応します。

町民の声を、これからのまちづくりへ

移住定住促進住宅の整備促進３

申し入れ	 野沢地区に限らず、幅広い地区での住宅整備の検討を。

町の回答	 各地区の住宅需要や将来の活用見通しを
		  踏まえ、中長期的な視点で、まちづくりとともに
		  進める必要があると考えています。
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委員会で進む、議会の見直し
議会活性化と議員定数等の調査についてお知らせします

９月９日の本会議散会後、特別委員会が開かれました。
検討された内容と、委員会の活動を紹介します。

議会活性化特別委員会

議員定数等調査特別委員会

広報広聴常任委員会からのお知らせ

１

２

デジタル分科会
ペーパーレス化とオンライン会議の導入を提案。
試行運用を行い、オンライン会議の実施要綱を作成する
方向で検討します。

議員の資質向上・調査能力向上分科会
議員の学びを支える制度として、政務活動費の検討を提案。適切な制度運用と、活動の検証を
重ねることが大切と整理しました。

議会基本条例評価・検討分科会
現行条例に大きな変更は不要との報告。今後も各分科会の検討を見ながら、必要に応じて取り
入れていくことを確認しました。

9月25日　研修会を開催
福島大学の垣見隆禎教授を招き、「憲法、地方自治法にみる自治体議会の役割」を学びました。
首長と議会の関係や、議会が果たす役割について理解を深めました。

次回の委員会：10月28日

「町民と議会との懇談会」を12月定例会前に開催します。
詳しい日程は、後日お知らせします。皆さんの声をぜひお聞かせください。

町民の皆さんと議会が話せる機会をつくります

お知らせ
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小
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副
分
科
会
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荒
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正
人

委　
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上
野
恵
美
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委　
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長
谷
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正

委　
　

員　

仲
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久
人
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渡
部
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私
た
ち
広
報
委
員
は
、

「
あ
～
だ
、
こ
～
だ
、
こ
っ

ち
の
ほ
う
が
い
い
」
と
言

い
た
い
放
題
い
い
な
が
ら
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
し

て
い
ま
す
。「
文
章
っ
て

ど
う
書
い
た
ら
い
い
ん
だ
。

読
ん
で
も
ら
え
る
ん
だ
。」

と
い
う
疑
問
を
解
決
す
る

た
め
に
、
７
月
に
は
、
西

会
津
中
学
校
に
行
っ
て
、

国
語
の
授
業
を
受
け
、
基

本
的
な
文
章
の
書
き
方
を

学
ん
で
来
ま
し
た
。
町
民

の
み
な
さ
ん
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。�

（
小
林
）

編

集

後

記

この人にインタビュー

―西会津での暮らしは―
高校卒業後、一度町を離れましたが、二

人目の子どもの誕生を機に家族で移住し、
両親と暮らしています。豊かな自然や穏や
かな環境に加え、町の人たちの温かさがこ
の町の魅力です。子どもたちが自然の中で
のびのびと育ち、地域の方との関わりの中
で成長できることをうれしく感じていま
す。

―休日の過ごし方は―
天気の良い日は公園へ出かけます。娘は

さゆり公園がお気に入りで、虫取りや自宅
近くの散歩も楽しんでいます。祖父の田ん
ぼで米づくりの様子を見るのも好きなよう
です。休日の夜に家族でロータスインの温
泉へ行くことも、我が家の楽しみのひとつ
です。

―これからの町に期待することは―
お年寄りから子どもまで、誰もが安心し

て住み続けられる町であってほしいです。
西会津らしい人の温かさや、地域で支え合
う気持ちを大切にし、町を離れた人も帰っ
てきたときにほっとできる、いつまでも温
かく迎えてくれる町であってほしいと思い
ます。

自然と家族の温かさに包まれる雅樂川家族に注目！

家族み～んな仲良し!!

議
会
の
動
き

９
月
議
会
以
降
の
議
員

研
修
の
日
程
で
す
。

●�

会
津
耶
麻
町
村
議
会
議

員
研
修
会

　

�

令
和
８
年
10
月
16
日
㈮

北
塩
原
村

・
研
修
テ
ー
マ

「
磐
梯
山
地
域
の
多
様

な
価
値
を
地
域
振
興
へ
」

●�

福
島
県
町
村
議
会
議
長

会
主
催
議
員
研
修
会

令
和
８
年
10
月
19
日
㈪

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま

・
研
修
テ
ー
マ

「
地
域
課
題
の
解
決
と

町
村
議
会
～
な
り
て
確

保
を
視
野
に
い
れ
て
」

●�

喜
多
方
広
域
管
内
３
市

町
村
議
会
議
員
研
修
会

令
和
８
年
11
月
24
日
㈫

北
塩
原
村

・
研
修
テ
ー
マ

「
人
口
減
少
社
会
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る（
予

定
）」

●�

ジ
ビ
エ
利
活
用
に
関
す

る
研
修
会

令
和
８
年
12
月
定
例
会

前
４
日
間　

山
梨
県
な

ど
・
研
修
テ
ー
マ

「
ジ
ビ
エ
の
利
活
用
に

関
す
る
知
識
の
拡
充
」

●
経
済
常
任
委
員
会

令
和
８
年
10
月
中
旬　

長
野
県

・
研
修
テ
ー
マ

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

「
有
害
鳥
獣
対
策
」

「
ジ
ビ
エ
利
活
用
」

●
総
務
常
任
委
員
会

令
和
８
年
11
月
上
旬

　

東
北
地
方

・
研
修
テ
ー
マ

「
探
究
学
習
」

「
高
校
魅
力
化
」

「
地
域
活
性
化
」


